
自己評価 （令和 5 年度）  Ｒ6.3.25 若葉保育所 

 
保育所保育指針では、保育の質の向上を図るため、「保育計画の展開や保育士等の自己評価を踏まえ、 

当該保育園の保育の内容等について、自ら評価を行い、その結果を公表するよう努めなければならない。」    

ことが明記されています。当園では組織として自己評価に取り組みましたので公開いたします。 

 
 

 
 

 

 

健
康
及
び
安
全 

① 一人一人の子どもの健康の保持及び増進や感染症その他の疾病の発生防止に努めている。 A 

②子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとしての食材や食の循環・環境への意識、調理する人への 

感謝の気持ちが育つように、保育所の特性を生かした食育を行っている。 
A 

③保育中の事故防止の為に、子どもの心身の状態等を把握したり、施設内外の安全点検に努めるなど、全職員の

共通理解や体制づくりを図り、不測の事態に備えて必要な対応を行っている。 
A 

④災害への備えとして、日頃から、安全環境の整備に努め、定期的に避難訓練を実施するなど、必要な対応を 

行っている。 
A 

子
育
て
支
援 

 

①保育所の特性を生かした子育て支援を行うと共に、個人情報保護の観点から、知り得た事柄の秘密を保持して

いる。 
A 

② 保育所を利用している保護者に対する子育て支援を行い、保護者の状況に配慮した個別の支援がとられて 

いる。 
A 

③ 地域の保護者等に対する子育て支援を、積極的に行うよう努めている。 A 

 評 価 項 目 結果 

園
の
基
本
姿
勢 

① 保育理念及び目標と保育所保育指針の関係を理解し、全体的な計画に基づき指導計画を立てている。 A 

② 子ども一人一人の人格を尊重して保育を行うと共に、保護者の苦情などに対し、その解決を図るように努め

ている。 
A 

③ 就業規則などの諸規則を理解し、守り、こまめに報告・連絡・相談・確認を実践している。 A 

総

則 

①子どもの生活リズムを大切にし、健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境や、自己を十分に発揮できる

環境を整えている。 
A 

②子どもの生命の保持及び情緒の安定を図るための援助や関わりを行っている。 A 

③指導計画においては、保育所の生活における子どもの発達過程を見通し、子どもの実態に即した具体的なねら

い及び内容を設定すると共に、自らの保育実践を振り返り、自己評価にも努めている。 
A 

④ 「資質・能力」の３本の柱と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」10 項目を知っている。 A 

保
育
の
内
容 

①乳児保育に関わるねらい及び内容を理解し、一人一人の発達及び発達状態や健康状態についての適切な判断に

基づく保健的な対応を行っている。 
A 

②１歳以上３歳未満児の保育に関する５領域の意味、ねらい及び内容について知っている。 A 

④ ３歳以上児の保育に関する５領域の意味、ねらい及び内容について知っている。 A 

④子どもの国籍や文化の違いを認め、互いに尊重する心を育てるようにし、また、子どもの性差や個人差にも 

留意しつつ、性別などによる固定的な意識を植え付けることがないようにしている。 
A 

【評価について】      ※以下の基準で評価を行っています。 
A…十分理解できている・B…どちらかといえば理解できている・C…努力が必要 

〈保育所の保育について〉 



〈食育・食事の提供・衛生管理について〉 

 

 
 
 
 
 

 

職
員
の
資
質
向
上 

① 保育所内外の研修等を通じて、専門性を高めるため、必要な知識及び技術の修得、維持及び向上に努めてい

る。 

A 

②施設長の責務と専門性の向上、及び、職員の研修機会の確保等に努めている。 A 

③保育所全体としての保育の質の向上を図っていくために、職場内での研修の充実が図られ、園内研修や外部 

研修にも参加している。 
A 

④保育の課題や各職員のキャリアパス等も見据えて、初任者から管理職員までの職位や職務内容等を踏まえた 

体系的な研修計画を作成している。 
A 

園
の
基
本
姿
勢 

①保育理念や目標を理解し、食育計画を作成している。 A 

②保育所としての社会的責任の理解に努め、一人一人の人格を尊重した食事の提供を行っている。 A 

③養護と幼児教育・発達の重要性を理解し「育みたい資質・能力」及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を理解している。 
A 

⑤ リスクマネジメントを理解し災害時マニュアルを作成し、内容を共有している。 A 

⑤子育て支援について理解し、食に関する取り組みが行われている。 B 

⑥ 保育士等における保育の評価を行い、園内の仕組みを理解している。 A 

⑦職員としての心構えを理解し、食を通した子どもの発達援助と保護者への支援を行っている。 A 

⑧自己成長としての基本である研修に意欲を持って取り組み職員の資質向上に努めている。 A 

食
育
の
推
進 

①乳幼児時期にふさわしい食生活が展開され、適切な援助が行われるよう、保育の内容に関する「全体的な計画」

に基づき、食事の提供を含む食育計画を作成している。 
A 

②子どもが自らの感覚や体験を通して、自然の恵みとしての食べ物を大切にし、食の循環や環境への意識、 

そこにある命の存在に気づき、尊ぶことができるように配慮している。 
A 

③食事を提供してくれる人への感謝の気持ちが育つように、栄養士や調理員、それ以外の人々と子どもが、 

関わりを持つことができるよう努めている。 
A 

④情緒の安定のためにもゆとりのある食事の時間を確保し、採光やテーブル・椅子・食器・食具を工夫している。 A 

食
育
の
提
供 

①栄養計画と食事計画では給与栄養目標をもとに、変化に富んだ一定期間の献立を作成している。 A 

②調理・提供に関して食材の大きさ・切り方・固さなどの調理形態に配慮し、味付け・盛り付けも工夫している。 A 

③食事についてはゆとりある時間と、採光や安全性の高い食事の空間を確保し、温かい雰囲気になるように配慮

している。 
A 

④食物アレルギー児・障がいのある子どもに対する個別対応の計画を行っている。 A 

⑤ 食事の評価・改善に努め日々の献立を示すとともに日誌に記録したり、給食会議等を行っている。 A 

⑥食事の提供従事者は日頃から健康管理に気を付け、衛生管理に努めている。 A 



〈総合的な評価〉 

 

 
 
 
 
 

 
 
 

調
理
従
事
者
等
の
衛
生
管
理 

①調理施設の点検表・食品の加熱加工と保管時の記録簿を作成している。また、手洗い、消毒の設備を定期的に

補充し、常に使用できる状態にしている。 
A 

②衛生的な生活環境を確保し、感染防止に努め、徹底した手洗いを励行するなど自らが施設や食品の汚染の原因

とならないよう体調に留意し、健康な状態を保つようにしている。 
A 

⑦ 原材料の受け入れ・下処理段階における管理を徹底して行っている。 A 

④加熱調理食品は、中心部温度計を用いるなどにより、中心部が 85℃で 1 分間以上、またはこれと同等以上ま

で加熱されていることを確認するとともに、温度と時間の記録を行っている。 
A 

⑤原材料・器具・および容器の取り扱いには十分に留意し他からの二次感染を防止するよう努めている。 A 

⑥原材料及び調理済み食品の温度管理に努め、速やかに調理に移行している。 A 

 評   価 

今
年
度
の
評
価
点 

・子ども達の興味のある遊びや活動を取り入れ、友達との関わりも深めていけるようにした。 

・一人ひとりの個性や性格に合わせて関わることができた。 

・一人ひとりを尊重し、話をよく聞き、納得のいく解決を心掛けた。 

・「男の子だから」「女の子だから」という固定的な考えはせず、個性を大切に関わった。 

・ICT 化として「コドモン」を導入し、保護者との協力のもとスムーズに移行することができた。 

・畑の野菜作りや収穫、クッキングなど、食育に取り組むことができた。（給食） 

・新園舎になり、設備確認・原材料の受け入れ等が改善され、仕事の動線がとても良くなった。（給食） 

課
題
点
と
改
善
点 

・保育者は子ども達に、見通しが持てる行動を伝えたり、わかりやすい言葉でゆっくりと伝えていくようにする。 

・全職員による役割分担と協力体制を強化し、全員が共通理解をもって取り組むようにする。 

・クラス責任者がたてた計画を、同じクラスの保育者もよく理解しておくこと。 

・各年齢の「ねらい及び内容」など、保育所保育指針をよく理解してない部分があるので見直す。 

・これからもこまめに報告・連絡・相談・確認を実践していく。 

・保育室のマニュアルを給食室も把握し、感染症が流行しないように気を付ける。（給食） 

・成長曲線を作成しているので、家庭と連携をとり、その子の為になるに取り組んでいく。（給食） 


